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６月定例会６月定例会

■
行
方
市
立
学
校
設
置
条
例

　
「
行
方
市
学
校
等
適
正
配
置
実

施
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
立
小
学

校
及
び
中
学
校
の
統
廃
合
を
行
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
麻
生
地
区

統
合
中
学
校
及
び
麻
生
地
区
西
浦

側
の
統
合
小
学
校
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
麻
生
地
区
北
浦
側
の
統
合

小
学
校
の
開
校
に
向
け
、
制
服
や

校
歌
な
ど
の
学
校
運
営
に
必
要
な

協
議
を
進
め
る
に
当
た
り
、
校
名

を
定
め
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

◆
麻
生
中
学
校

　
　
　
　
（
南
３
２
７
番
地
３
）

　

 　

麻
生
、
麻
生
第
一
中
学
校
を

統
合

◆
麻
生
小
学
校

　
　
（
麻
生
１
１
４
７
番
地
１
）

　

 　

麻
生
、
行
方
、
小
高
小
学
校

を
統
合

◆
麻
生
東
小
学
校

　
　
　
　
（
蔵
川
５
４
９
番
地
）

　
　

太
田
、
大
和
第
一
、
大
和
第

　

二
、
大
和
第
三
小
学
校
を
統
合

第
２
回
定
例
会
の
経
過

〔
６
月
〕

８
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
専

決
処
分
・
諮
問
・
条
例

改
正
）

９
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
補

正
予
算
）

　
　
　

・ 

請
願
の
上
程
、
常
任
委

員
会
付
託

　
　
　

教
育
厚
生
委
員
会

　
　
　

・
付
託
案
件
審
査

　
　
　

経
済
委
員
会

　
　
　

・
付
託
案
件
審
査

10
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

11
〜
13
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

14
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

常
任
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
意

見
書
）

　
　
　

・
閉
会
中
の
継
続
審
査

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　平成22年第２回行方市議会定例会は、６月８日から14日まで
の７日間の会期で開催しました。
　本会議では、条例改正案や補正予算案など10件が市長から、ま
た、意見書案１件が議員から上程され、いずれも原案のとおり、全
会一致で可決しました。

学
校
等
適
正
配
置

学
校
等
適
正
配
置

麻生地区統合中学校 校名は「麻生中学校」
　　　　統合小学校 校名は「麻生小学校」・「麻生東小学校」

麻生中学校外観パース
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市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

一
部
を
改
正

■
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
　

医
療
福
祉
費
（
マ
ル
福
）
対
象

者
が
未
就
学
児
ま
で
で
あ
っ
た
の

を
、
平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
小

学
校
３
年
生
ま
で
へ
と
拡
大
す
る

た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例

　

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営

を
図
る
た
め
の
国
の
法
律
の
施
行

に
伴
う
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例

■
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例

　

少
子
化
対
策
の
観

点
か
ら
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
支
援
等

を
推
進
す
る
た
め
の

国
の
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
地
方
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

条　

例

　

そ
れ
を
受
け
、
育
児
又
は
介
護

を
行
う
当
市
職
員
の
早
出
遅
出
勤

務
、
深
夜
勤
務
の
制
限
や
育
児
休

業
の
取
得
に
つ
い
て
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例

　

指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
公
平

か
つ
適
正
に
選
定
す
る
た
め
、「
公

の
施
設
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定

委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

　

特
別
職
と
し
て
公
の
施
設
指
定

管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
委
員

の
職
を
設
け
、
そ
の
費
用
弁
償
を

５
，
０
０
０
円
と
定
め
る
た
め
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

廃
止

■
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

条
例

　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
物
を
無
償
、
土
地
を
有
償
で

譲
渡
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日
を

も
っ
て
廃
止
す
る
た
め
、
こ
の
条

例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

医療福祉費（マル福）

小学校3年生までが対象に
平成 22年 10 月１日から

報　

告

　

平
成
21
年
度
の
歳
出
予
算
の
経

費
を
平
成
22
年
度
に
繰
り
越
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
市
長
か
ら
次
の
と

お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
：
13
億
７
，
９
８
５
万

２
，
０
０
０
円

　

主
な
事
業

・
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業

・
道
路
改
良
舗
装
事
業

・
麻
生
小
学
校
施
設
整
備
事
業

・ 

麻
生
地
区
統
合
中
学
校
施
設
整

備
事
業

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
：
２
，
３
８
４
万
１
，
０

０
０
円

・ 

浄
化
施
設
修
繕
事
業
（
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
）

■
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
：
７
５
２
万
６
，
０
０
０
円

・
流
域
下
水
道
整
備
事
業

■
水
道
事
業
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
額
：
２
，
０
０
０
万
円

・
建
設
改
良
事
業

　
　
　

・
議
員
の
派
遣

　
　
　

・
閉
会諮　

問

■
人
権
擁
護
委
員

水み
ず

野の

義よ
し
さ
だ貞
（
小
幡
６
８
５
番
地
）

　

平
成
22
年
９
月
30
日
で
、
水
野

氏
が
任
期
満
了
に
な
る
た
め
、
引

き
続
き
同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に

適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

マル福は、医療費の一部を公費で助成する制度です

会計別 補正額 主な内容 総　額

一　般
3 億 6,115
万7,000円
増額

・市有バス運転委託料 / 24万円
・ 輝く未来づくり担い手育成事業委託料/1,300万円
・ 第６次産業型観光基盤整備事業委託料/1,000万円
・ 教育総務費事務局事務費 /△ 286万円
・ 麻生地区統合中学校施設整備事業 /

3億 2,765万円

154億4,711
万 5,000円

今期定例会で補正された平成22年度予算
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徹
底
審
査
! !
委
員
会

■
土
地
改
良
事
業
予
算
確
保
等
に
関
す
る

請
願

　

審
査
で
は
、
執
行
部
か
ら
土
地
改
良
事

業
の
経
過
・
現
状
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、委
員
間
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
請
願
の
趣
旨
・
内
容
は
妥
当

で
あ
る
と
認
め
、
全
員
賛
成
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
の
採
択
に
伴
い
、「
土
地

改
良
事
業
予
算
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書

案
」を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

経　　　済
委　員　会

経
済
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
は
、
請
願
１
件
。

６
月
９
日
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

■
幼
稚
園
児
の
３
年
保
育
に
関
す
る
請
願

　

審
査
で
は
、
紹
介
議
員
か
ら
請
願
の
主

旨
説
明
を
受
け
た
後
、
委
員
間
で
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
保
育
の
現

状
把
握
と
調
査
を
行
う
た
め
、
継
続
審
査

に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
多
数

を
占
め
、
閉
会
中
も
な
お
継
続
し
て
審
査

を
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

教 育 厚 生
委　員　会

教
育
厚
生
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
は
、
請
願
１

件
。
６
月
９
日
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
態

に
即
し
た
農
業
生
産
基
盤
整
備
を

積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
し
か
し

現
在
、土
地
改
良
施
設
の
多
く
は
、

老
朽
化
に
伴
い
更
新
の
時
期
を
迎

え
て
い
る
一
方
、
農
家
も
担
い
手

の
高
齢
化
や
米
価
の
低
迷
等
の
多

く
の
課
題
を
抱
え
、
厳
し
い
経
営

状
況
下
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
が
平
成
22

年
度
予
算
に
お
い
て
、
土
地
改
良

事
業
費
を
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と

は
、
施
設
の
維
持
管
理
等
に
係
る

農
家
の
経
済
的
負
担
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
営
農
意
欲
の
減
退
、
耕

作
放
棄
地
の
増
大
や
農
業
用
施
設

の
荒
廃
な
ど
農
業
生
産
性
の
低
下

を
招
く
も
の
と
危
惧
す
る
。

　

農
業
が
持
続
的
に
発
展
し
、
安

全
・
安
心
な
食
糧
を
安
定
的
に
供

給
す
る
た
め
、
次
の
事
項
の
実
現

を
強
く
要
望
す
る
。

①
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
予

算
を
復
元
し
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
事
業
及
び
今
後
新
た
に
取
り

組
む
事
業
が
計
画
的
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

〔
衆
参
議
長
、
内
閣
総
理
・
総
務
・

財
務
・
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
〕

　

土
地
改
良
事
業
は
、
農
業
生
産

性
の
向
上
や
農
地
の
有
効
利
用
を

図
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
冠
水

被
害
の
防
止
、
国
土
の
保
全
や
水

源
の
か
ん
養
な
ど
、
多
面
的
な
機

能
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
区
画
の
整

理
や
土
壌
の
改
良
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、
国
・
県
営
等
の
事
業

土
地
改
良
事
業
予
算
確
保
等
に

　
　
　

関
す
る
意
見
書
（
要
約
）
経済委員会
提案

国へ

意見書

○請願・陳情とは、市民が市政についての要
望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

　※ 請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡
単にわかりやすく書いてください。

　※ 提出年月日、提出者の住所、氏名を書い
て、必ず押印してください。

　※ 請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、
表紙に自筆による署名及び押印が必要で
す。

　　 紹介議員がつかないときは、陳情書とし
てください。

　※ 道路等は簡単な地図、略図、図面等を付
けてください。

◆議会へ請願・陳情される方へ◆

○○○についての請願
（陳情）

１．要旨
２．理由

平成　年　月　日
請願（陳情）者の住所
氏名　　　印

行方市議会議長　殿

（内容例）

請願（陳情）書

　　　紹介議員
　　　　署名　　印

（表紙例）

採択となった請願
■土地改良事業予算確保等に関する請願
【請願者】麻生東部土地改良区
　　　　　理事長　横山忠市　ほか 14 名
継続審査となった請願
■幼稚園児の３年保育に関する請願
【請願者】熱田知子　ほか 91 名
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